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年末は仕事納め・大掃除・忘年会と何かと慌ただしいですね。
こんにちは！和歌山印刷所、通称「わいん」です。
わいんでは、部門毎に開催される飲み会があるんです！
今月はわいんの「コンパ」についての特集です。

■そもそもコンパって？
「コンパ」という言葉は”company”に由来するそうです。”company”というと「会社」が浮かぶかもしれませんが、「仲間」
「つきあい」といった意味もあり、そこから転じて「仲間と交流するための飲み会」をコンパと呼ぶようになりました。
弊社でも社内の部署や委員会ごとにコンパを開き、勤務中とは異なる社員同士の交流の場を設けています。

■コンパ導入の経緯
実は京セラの稲盛和夫氏も「究極の飲み会」として、コンパを
推奨しています。氏の取り組みについては、アメーバ経営や
5S等、弊社がアレンジして取り入れている要素はいくつかあり、
コンパの導入もその一環なのです。

■わいんのコンパ
もちろんワイン以外も飲めますので悪しからず。また、飲み会といってもアルコールを飲む必要はありません。アルコールが苦手
な人や車の運転がある人は、ソフトドリンクで乾杯しています。
最初は飲食をしながら、仕事に関する話をしたりしなかったりと雑談に花を咲かせ、最後は参加者全員が、今の思いや今後の目標
といった真面目な話をして締める、というのがわいんスタイルです。
ちなみにわいんでは基本的に1軒目で解散し、それ以上は個々人の裁量に委ねられています。

■コンパの意義
コンパの良いところはなんといっても、普段なかなか腰を据えて話す機会がない人とも、
ゆっくり語り合えるところです。働き方改革が叫ばれる時流の中で、みだりに飲み会をす
る必要はないでしょうが、勤務中は話しづらかったり聞きづらかったりすることも、コンパ
の場では簡単にできるかもしれません。
12月～1月は忘年会や新年会の名目で集まりやすい時期ですので、集まる予定のなかった
方々も試してみてはいかがでしょうか。
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わいわい探検隊！『断裁機』
印刷したものを仕上げるときに『断裁機』という機械を使用します。
これは決められた寸法に切る機械で、わいんには３台あります。大
きな機械だと一度に2,000枚の紙を切ることができます。
断裁機は大きな刃がある危険な機械のため、断裁機を使う人は独
自の講習を受講し、修了しないと使ってはいけないようにしていま
す。大きな紙をあっという間に切ることができる断裁機は、とても迫
力があります。工場見学で訪れた人は、断裁機に一番驚き、時には
歓声があがることもあります。工場見学は常に受け入れています
ので、断裁機の切れ味を是非見に来てください。総務次長なおやんが

会社のインサイドを
レポートします！

アメーバ経営「全員参加経営の指南書」より抜粋

わいわい探検隊は今号をもって終了します。長らくお付き合いいただきありがとうございました。
次号より新コーナーがはじまります。お楽しみに！
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今回の記事で印象に残った記事などがありましたら下記のチェックボックスにチェックを
入れ、感想をご記入の上で FAX を送っていただけるとクオカード（500 円分）を抽選で
プレゼントいたします。（FAX/073-452-2631）
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走れ、営業マン！！

印
刷
七
転
び
八
起
き

和歌山印刷所ニュースレター・アンケートのコーナー

□特集「コンパ」　□わいわい探検隊　□印刷七転び八起き　□走れ、営業マン！！　

ご意見・ご感想等（御社名 /　　　　　　　　　　　　　　御氏名 /　　　　　　　　　　　　　）

今の隣人はメキシコの方なのですが、日本語
がとても上手で驚きます。日系2世と言われて
も信じてしまうくらい違和感がありません。10
年ほど前に単身日本に来て、日本語はそこか
ら学びながら大学も卒業したそうで、その行動
力に脱帽するばかりです。
しかしこれもひとつの縁。私も東京という馴染
みの少ない場所に来なければ出会って話をす
ることはなかったのだと考えると不思議な感じ
がします。ちなみに私の英語力は高校時代が
ピークだったので会話はもっぱら日本語です。

（編集長：椿原健太）

編集後記

秋の夜長は読書でしょ！
出口昌也（営業部長：５３歳）です！

ラグビーワールドカップ見ましたか？
辻本英雄（営業部係長：51歳）です！

あ
る
日
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人
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会
話

弥
七「
喜
八
ん
と
こ
の
会
社
じ
ゃ
あ
、U
V
印
刷
っ
て
の
は
や
っ
て
ね
ぇ
の
か
？
」

喜
八「
あ
あ…

取
り
扱
っ
て
ね
ぇ
な
」

弥
七「
な
ん
で
だ
い
？ 

納
期
が
早
く
な
る
ん
だ
ろ
？
」

喜
八「…

結
構
、値
が
張
る
か
ら
さ
」

弥
七「
そ
ん
な
に
高
け
ぇ
の
か
？
」

喜
八「
ま
ず
、U
V
印
刷
っ
て
の
は
紫
外
線（
U
V
）を
浴
び
る
と
瞬
時
に
硬
化
す
る
イ
ン
キ
を
使
う
ん

だ
が
、そ
の
イ
ン
キ
が
一
般
的
な
印
刷
用
イ
ン
キ
の
２
〜
３
倍
す
る
」

弥
七「
ま
じ
か
よ
！
」

喜
八「
あ
と
、専
用
の
印
刷
機
に
紫
外
線
を
照
射
す
る
装
置
・
専
用
の
部
品
と
軒
並
み
高
額
品
ば
か
り

必
要
な
ん
で
、な
か
な
か
手
が
出
せ
ね
ぇ
よ
。乾
燥
時
間
が
ほ
ぼ
無
い
に
等
し
い
の
と
ア
ル
ミ
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
印
刷
で
き
る
の
は
、魅
力
な
ん
だ
が
な…

」

弥
七「
余
程
そ
う
い
う
需
要
が
ね
ぇ
と
導
入
し
づ
ら
い
か…

」

喜
八「
そ
れ
と
紙
を
折
り
曲
げ
た
と
き
に
固
ま
っ
た
イ
ン
キ
が
パ
キ
ッ
と
割
れ
る
、背
割
れ
が
起
き
や
す

い
し
な
。イ
ン
キ
の
表
面
が
硬
い
ん
で
、イ
ン
キ
自
体
が
割
れ
ち
ま
う
の
さ
」

弥
七「
一
長
一
短
っ
て
こ
と
か…

」

喜
八「
ま
あ
今
後
価
格
は
安
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、全
く
別
の
新
た
な
印
刷
方
法
が
現
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。先
の
こ
と
は
そ
ん
と
き
に
考
え
る
し
か
ね
ぇ
さ
」

弥
七「
よ
し
、お
い
ら
も
い
い
方
法
を
考
え
て
み
る
か
」

喜
八「
無
理
だ
と
思
う
け
ど
な…

」

弥
七「
お
い
ら
、い
つ
か
某
実
業
家
み
た
い
に
世
界
を
沸
か

せ
る
プ
レ
ゼ
ン
が
し
た
く
て
な
！
」

喜
八「
お
ま
え
さ
ん
が
ス
ポ
ッ
ト『
ラ
イ
ト
』な
ん
て
浴
び

た
ら
、U
V
イ
ン
キ
み
て
ぇ
に
緊
張
で『
か
た
ま
っ

ち
ま
う
』ん
じ
ゃ
ね
ぇ
か
？
」

弥
七「
違
ぇ
ね
ぇ…

世
界
中
に
恥
さ
ら
す
な
ん
て『
割
』に

合
わ
ね
ぇ
や
！
」

ど
う
も
お
後
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
。

読書が趣味という方も多いと思いますが、皆さんはどんな本
を読んでいますか？
私は評判の本や、タイトルで直感的に惹かれた本を読むことが
多いです。
読み方は一気読みして興味が湧
いた本はじっくり2度読みします。
今は百田尚樹氏の「日本国紀」を
もう一度読んでいます。
賛否両論ありますが読み応えが
あり、お薦めいたします。秋の夜
長に如何ですか？

今回の日本代表の頑張りに興奮した方も多いのではないでしょ
うか。昔は花園ラグビー場によく見に行きましたが、ラグビーに
は野球やサッカーのように各チームを応援する文化はあまりな
く、静かに見るという感じでした。
でも今回は「にわかファン」の影響もあ
り大応援団で日本代表を後押しして大
変盛り上がりました。
私も昔の仲間と集まって居酒屋でビー
ルを飲みながら観戦し、昔話に花を咲か
せました。このままラグビーがメジャー
なスポーツになればいいなと思います。

UV印刷について
「UV印刷」とは、UV硬化型のインキを使用したオフセット
印刷のことを指します。
紫外線を照射することで瞬間的にインキが硬化するため、
油性印刷とは違い、す
ぐに裏面印刷や後加
工に移行することが
できます。
また、瞬間硬化するた
め、油性印刷では難し
い特殊紙（合成紙）
や、プラスチック素材
（PP、PET等）に印刷
することが可能です。


